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　「Le langage se compose de sons et 　　
　　d'articulations.   音声ヲ以テ語ヲ成ス
　 Les sons et les articulations sont représentés 
　　par des signes qu'on appelle lettres.  







    　   　          　声字 
    　   　          　亜刺伯数 
    　   　          　原字 
    　   　          　大角字 
    　   　          　小角字 
    　   　          　羅馬数字 
　II　　　第二章：伊呂波　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９ 
    　   　          　濁音 
　III  　　第三章：正字号，音符　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11 
    　             　　句点 
　IV  　　第四章：単音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12 
    　             　　音字 
    　             　　単音表 
    　             　　鼻音 
 
 
　Ｖ 　 　第五章：一字ノ単声　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16 
    　             　　節音　綴字　一音ノ詞 
    　             　　二音ノ詞 
    　             　　三四音ノ詞 
　VI  　　第六章：単声　転置音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24 
    　             　　章句 
　VII 　　第七章：一字ノ復声　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30 
　VIII　　第八章：Articulations doubles　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30 
　IX  　　第九章：復声及鼻音字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33 
　Ｘ  　　第十章：二字ノ単音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35 
    　             　　同音ノ字 





　XIV　　第十四章：Modification de l'E 
    　             　　　音符ナシト雖次ニ音字アルヲ以テ発音スベキｅ　　　　　　　　40 
 













    　                   　　　発音スベシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51 
　XXIV　第二十四章：ｓノ両音比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52 
　XXV　 第二十五章：二字ノ単音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54 
　　　　　　　　　　　語尾ノez erハ ノ如キ音ヲ有ス 
　XXVI   第二十六章：正字号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56 
　　　　　　　　　　　山形音符 
　XXVII  第二十七章：Phrases gradu es 　　　　　　　　　　　                         58 
 
第二篇　発音シ難キモノ 
　Ｉ　　 　Phrasesb　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　63 
　II　　 　二字以上ノ合音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69 
　III　　 　第三章　　―― 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70 
　IV　　 　第四章　　前ノ音字ニ感及セツシテ重復セル文字　　　　　　　　　　　　71 
　V　　 　第五章　　―― 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72 
　VI　　 　第六章　　次ニ音字を有スルｉノ字ノ前ニ来レルヲ以テ 
　　　　　　　　　　Ｓノ如ク発音スベキｔ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75 
　VII   　第七章　　Signes Orthographiques　　　　　　　　　　　　　　　　　　76 
　VIII  　第八章　　Signes Orthographiques (suite) 　　　　　　　　　　　　　　　77 
　IX　　 　第九章　　合併シタル文字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79 
　X　　 　第十章　　一字ノ復音　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80 
　XI　　 　第十一章　三字ノ復音　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81 
　XII   　第十二章　――　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82 
 
　XIII  　第十三章　Exc ptions et difficult s　　　　　　　　　　　　　　　　　　84 
　XIV  　第十四章　Exc ptions et difficult s　　　　　　　　　　　　　　　　　　85 
　XV　　    第十五章　Exc ptions et difficult s　　　　　　　　　　　　　　　　　　87 
　Lectures grada es　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89 
  　　  TEMPS    　　時令 
  　　  UNIVERS  　  宇宙 
  　　  TERRE　　　 地 
　天地間万物ノ三門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92 
  　　  ANIMAUX  　動物 
  　　  VEGETAUX   植物 
  　　  MINERAUX   鉱物 
　HIERARCHIE　  位階　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95 

























































　○ Le langage se compose de sons et
　　d'articulations（音声ヲ以テ語ヲ成ス）
　○ Les sons et les articulations sont
　　représentés par des signes qu'on appelle
　　lettres（文学ヲ以テ此音声ヲ顕示ス）.
　○ Attention, chers enfants; nous allons
　　faire une addition, puis une soustraction,






　○Le ver à soie manage la feuille du mûrier
　　（蚕ハ桑ノ葉ヲ食ス）
　○ Le vent du nord souﬁle avec une grande
　　violence（北風烈シク吹来ル）
　○ La tonnelle est couverte de lianes et de 
　　vignes（此樹棚ハ藤ト葡萄トニテ蔽ハ
　　レリ）
　〇 Le tonnerre gronde; on voit briller les
　　éclairs（雷鳴シ又電光ヲ見ル）
　その二は，日本にかかわる例文もある（「Voyez
ce beau paon du Japon，此美ナル日本孔雀
ヲ監視セヨ」など）が，フランスを素材にし
た数多くの例文が採録されている (10)。
　○Papa va revenir de Paris; il apportera une
　　magniﬁque porcelaine pour mon frère




　○ La Saône a monté jusqu'an maximum de
　　l'étiage （ソーヌ河ノ水満チテ水標ノ最大
　　数マデ登レリ）
　○Nous irons avec mon oncle de Caen visiter














dont, où, lequel），疑問詞（qui, que, quand, 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































論（Choix de Textes gradués avec des notes
explicatives pour faciliter aux étudiants 
japonais; L'étude de la langue française）』（18
86），あるいは『和仏会話捷径（Leçons de 















































































かの固有名詞の変更（la petite Kikou を la 























    　        　     　原字 
    　      　       　大字 
    　      　       　小字 
    　       　      　ゴット体 
    　       　      　第一音字 
    　      　       　第二音字 
　II　　　第二章：伊呂波　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９ 
    　   　          　濁音 
　III  　　第三章：正書法記号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11 
    　   　          　句点 
　IV  　　第四章：単音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12 
    　     　        　音字 
    　    　         　多字の単音 
    　    　         　合一音字 
    　   　          　単音表 
    　   　          　鼻音 
　Ｖ 　 　第五章：一字ノ単声　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16 
    　 　  　　　    綴字 節音　一音ノ詞 
      　     　　　　二音ノ詞 
        　   　　　　三四音ノ詞 
　VI  　　第六章：単声　転置音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22 
    　             　　章句 
　VII 　　第七章：一字ノ復声　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28 
　VIII　　第八章：Articulations doubles 復声　　　　　　　　　　　　　　　　　　28 
　IX  　　第九章：復声及鼻音字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31 
　Ｘ  　　第十章：二字ノ単音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33 
    　             　　同音ノ字 





　XV 　　第十五章：Modification de l'E 
  　             　　　  Eハ音符ナシト雖次ノ音字ト相関スルトキハ有音 
  　             　　　  ノモノトナル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40 

















　XXVI   第二十六章：化音ノILL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58 









    　             　　然レトモtノ前ニs 或ハxノ在ルトキハ尋常ノ音ニ止ル　　　　　　77 
 
 
　VII   　第七章　合併シタル文字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79 
 
　VIII  　第八章　三字ノ単音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80 
　IX　　 　第九章　phrases　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81 
　Ｘ              　　――　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83 
　XI              　　Exc ptions et difficult s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83 
 
 
　Lectures grada es　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87 
   　   TEMPS    　時令 
   　   UNIVERS  　宇宙 
   　   TERRE    　地 
　天地間万物ノ三門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90 
   　   1 ANIMAUX    動物 
   　   2 VEGETAUX   植物 
   　   3 MINERAUX   鉱物 
　HIERARCHIE   位階　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93 
　LOCUTIONS    平常談話中誤リ易キ熟語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　94 
　Termes g ographiques  地学用語                      　　　　　　　　　　　　　　　97 
　Termes arithm tique  算術用語                          　　　　　　　　　　　　　　106 



















































































































































































17）‘Manuel de l'Éducation des Vers a Soie dans le 
Homba de Ô Shiou（Japon）, par Nakadgima Teiôzo 
et Boun-Yé-Mon, Traduit par M. le docteur Mourier. 












 Série, Tome IV, 1867, 
pp.12-15．
   ‘Étude Complète de L'Éducation des Vers a Soie，
Par M. Shimidzeu Kinzaimon, Traduit du Japonais 
par M. le docteur P. Mourier’, Bulletin de la Société 
Impériale Zoologique D'Acclimatation, 2
e
 Série, Tome 
V, 1868, pp.1-47.
   Étude Complète de L'Éducation des Vers a Soie, Par M. 
Shimidzeu Kinzai mon. Traduit du Japon par M. le docteur 




天保13（1842）。‘Collection de Livres et de Manuscrits 
Japonais de feu le Dr. Mourier’, Maisonneuve, 
J., Bibliothèque Japonaise de M. M. Léon Pagès et Dr. 
Mourier, Linguistique, Histoire, Géographie etc., du Japon 







































































































項　　　目 『仏語入門』 『仏語啓蒙』 『仏語啓蒙』における改良点
Emploi différent d’un m me signe 37頁 36頁 日本語説明文の新設
Modiﬁcation de l’E 40 40 簡潔な日本語説明文に
signes équivalents 51 49 詳細な日本語説明文に
représenté par deux lettres 54 52 異同なし
Exercices gradués sur les lettres nulles. 63 65 日本語説明文の新設
T se prononçant S 75 77 詳細な日本語説明文に
S, suivie de ce, ci, ou ey, ne se prononce pas. － 83 日仏両語の説明文の新設
40）初版の奥附は下記の通りである。





















　　　　売　捌　所　　　　　　　川 俣 喜 代 松
　　　　　　　　　　　　　　　 本郷区龍岡町二十二番地」
　　改訂増補版（明治 29）になると，
　　　「明治十五年十月二十一日　版　 権　 免　 許
　　　　仝      　年仝月二十一日　初　 版　 出　 版
　　　　明治十八年十二月仝　日　改 訂 二 版 出 版　正価金四拾銭
　　　　明治廿九年九月十 五 日　改訂増補三版印刷
　　　　仝      　年仝月二十一日　仝　　　　　発行
　　　　　　　　　　　　　　編 纂 者　　　今 　 村　  有　  隣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東 京 本 郷 駒 込
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曙 町 十 六 番 地
　　　　　　　　　　　　　　発 行 者　　　浅 　 岡 　 徑 　 義
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京小石川新諏訪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町十七番地寄留
　　　　　　　　　　　　　　印 刷 者　　　斎 　 藤 　 章 　 達
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京日本橋区濱町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三丁目三番地
　　　　　　　　　　　　　　印 刷 所　　　東 京 印 刷 株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京日本橋区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兜町二番地       」

